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　 After the British invasion of Tibet in 1888 and 1904, tea produced at Assam in British India began 
to be dumped to Tibet and quickly replaced the position of Sichuan tea in Tibet.  It brought about two 
direct results.  The first one is that it weakened the connection of Tibet with inland China.  The second 
one is that it turned the tea from luxury goods consumed by the upper class into goods of daily necessity 
for the common people.  The second result had great impacts on Tibetan social structure and views.  
Objectively, the dump of Indian tea to Tibet got Tibet involved into the world system passively.

































した。イギリスはチベットと貿易をしようと、1888 年と 1903 年の 2 回、チベットに侵略
3 ）任乃ᕪは、「茶は中国の名物であり、チベット人は茶を中国人あるいは中国とみなす、それは、磁器
を China に代表させるのと似ている。」と述べている。任乃ᕪ：『西康図経』（民俗篇）、台北：南天書局、























































た、例えば 1872 年ダージリン（大吉嶺）商人がインド茶を密輸したところに、パリ （ーᑅ









5 ）Colman Macaulay, 1885, Report of a mission to Sikkim and the Tibetan frontier: with a memorandum on our 
relations with Tibet, Calcutta: Bengal Secretariat Press , pp.89―91.




























て 1 ヶ月以上拘留され、ラサに着いたのは 12 月になってからであった9）。
　重い茶税、遠く危険な運送による高輸送コスト、さらにದ厦（Kashag）政府の隔てる
影響で、四川茶は産地からラサまでの価格が高額になった。イギリス人（B.C.baber）が
1882 年発表した『英国皇家地理学会会刊』中の『華西旅行考察記』（Travels and Researches 
in Weatern China）によると、㦕経県 11 斤茶の値段は 200 文であり、打箭炉に行くと 1240
文10）になった（6 倍）、そしてラサでの茶価格は打箭炉より 20 倍も高くなった。茶の産地
である㦕経の価格の 120 倍にもなった。
7 ）孔慶宗、1985 年、「黄慕松入藏紀ᇎ」、チベット自治区政協文史研究委ઈ会編：『チベット文史資料選




9 ）徐桂香主編、2006 年、『蒙藏委員会駐藏辨事処档案選編』（八）、台北：蒙藏委員会、第 180―181 頁。





































































































































18）扎西次仁（Tashi Tsering）口述、Melvyn C. Goldstein、William Seibenschu 英文執筆、楊和晉訳、2006 年、『西
藏是我家』、中国藏学出版社、第 32―33 頁。
19）朱少逸、1947 年、『拉㩘見聞記』、商務印書館、第 106 頁。 
20）陳錫璋、1984 年、「西藏従政記」、文史資料研究委員会編：『西藏文史資料選輯』、第三輯、内部発行、
第 114―115 頁。 
21）Melvyn Goldstein, Dawei Sherap, William Siebenschuh. 2004　A Tibetan Revolutionary.  The political life of 
Bapa Phüntso Wangye.  University of California Press,  pp183
22）Melvyn Goldstein, Dawei Sherap, William Siebenschuh. 2004　A Tibetan Revolutionary.  The political life of 






























23）扎西次仁（Tashi Tsering）口述、Melvyn C. Goldstein、William Seibenschu 英文執筆、楊和晉訳、2006 年、
『西藏是我家』、中国藏学出版社、第 57 頁。 
24）「孔慶宗呈੤忠信編報一年度行政計画書（民国 30 年 8 月 23 日）」、『蒙藏委員会駐藏事務所⃄案選輯
（三）』、第 481―483 頁。 








されている点である。19 世紀 60 年代にイギリスは南ヒマラヤのダージリン（大吉嶺）に
茶を栽培成功させた。これにより中国茶は世界を独占することに破れた。イギリス領イン
ドは短期間に、茶の品質と生産量で中国茶を超えることができた。中国チベットと内陸茶
市場を開発するために、イギリスは２回戦争を行った、そして『英藏通商貿易協議』によっ
てイギリスはチベットへ輸入する権利を獲得した：イギリスのすべての商品が無税でチ
ベットに入るようになった。イギリス領インドでは、アッサムでの茶の栽培が広がった、
多くの茶園を建設され、沢山のインド人を雇用して茶を栽培するようになった。生産は機
械化し、先進の技術を実現したので、大幅に茶の生産コストが減少した。『英藏通商貿易
協議』を結ぶと共に、イギリスは茶を運送するための道路施設の改善を続け、ヤートン（亜
東）などの港からシガツェへの道路施設を改善し、建設した。インド茶は中国四川、雲南
産の茶より遥かに安いので、元々庶民たちが手に入らない茶は、上層から普通の人々の日
常品になった。価格と品質が良いインド茶は、直接に甜茶館の出現に影響した。ラサ市の
甜茶館は最初に下層のものであり、商売人たちの行く場所であり、僧侶、権力を持つ貴族
たちは絶対的に入らない場所であり、よくない場所であると見なされた。しかし今日では、
甜茶はチベット社会で流行し、甜茶館もラサ各階層の人士市民生活の重要な一部分になった。
　インド茶はチベットで販売される直接的な結果が二つある。一つは、中国とチベットの
関連性が弱くなった。もう一つは茶が最初の貴族たちの贅沢品から庶民が消費出来るよう
な日常品になったことである。特に、二つめはチベットの社会構造とチベット人の観念に
大きく影響した。インド茶はチベットでの販売により世界貿易システムに関与することに
なった。その新たな経済体系を確立した過程で、贅沢品としての茶は一般的な飲み物にな
り、人々の日常生活の一部となった、茶はもはや贅沢ではなくなった。紅茶で英式ミルク
ティーに作れる、甜茶はその英式ミルクティーを模範して作られた。甜茶館は当初に下層
の人々の集まる公共空間であったが、だんだん上層人士に受け入れられてチベット族特有
の飲茶方式になった。甜茶館に行って茶を飲みながらおしゃべりするのは、下層から上層
に拡がった生活方式である。
　1959 年以後、茶の生産は政治任務として国の統一を守たり民族の団結すること、ある
いは生産コスト、経済コストの要因を考えてこなかった。建設した新しい道路を利用して
茶をチベットに運送できるようになってから、チベット茶は本当に普通の人々の日常生活
に浸透し、人民の生活に欠かせないごく普通な飲み物になった。
